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　　　　　　緒喬　　　　　い）のアルカリ御寸1和した溶液でも．またC品lciUm
　石灰…繍は1896｛Rよじめて合丹黛されて£煉，饅糊l　cy…n、ide（石灰鱗の主1，粉）の〃〉瀦物である

nu＊”Fとして厳とt・・tt）んで勲なf立蹴・しめている・　Di、y、n　di、mid。でも購の嚇作f－1．］があ・。，：と嫌

しかしその鵬瑚従糊や，凛激11に撒柵膿　飢ている。

寄灘蹴朧1講叢1瓢麓つ・に礁素酬・膿で牛榔とは・
されている。　　　　　　　　Alc°h°1　V：1：いする　i撒蝋ドさせることである・こ

そ嚇作用は主として石灰麟粉塵の111、，、、；・．1。よる全　のこと畷来か身・徽黙な聯のた後セ副こ灘る

身障轡と，皮慮粘膜への局所障霧とに分けられる。企　　　と・異常に酒に過撒となつたり・あるい隙悪酉午なおこ

身作用については，Sollrnann①（1943）の教科欝によ　　　したりすることがあることから知られたところである

れば」血管拡張が主な変化で，酪症では…過性の顔面潮　　⑦。前i杷赤羽の石灰窒素製鷺コニ場従業鼠の調資でも，

紅・頭痛があり1重症では皮腐・粘膜（とくに頭剖1・　　石灰窒索を直接取扱う機会の多い人ほど「酒に弱くな

胸部・肺）のうつ血・呼吸促迫。血圧下降・めまいが　　　つた」と訴えていた。またこの点について赤羽ら⑨は

あり・30m～2hで回復するという。またその致死盤　　人体実験をおこなつて，特異な「石灰窒素一A1co－

eX　40．vJrOgという。赤羽ら⑨③も数年にわたつて石灰　　hel反応」を観察している。さらにCavallazzi④は

窪素製造工場従業員にっいて種々の臨床的検査をおこ　　　Alcoholは石灰窒素の誓1網三を増強させるといい，　G㌫一

ない，倦怠感・脱力感・息切れ・心悸冗進・めまい。　　tlner（蔓’はそれを実験的セこ証明し，久保田⑩もAlcehol

頭痛・血£E下降などを観察している。Cavallazzi④　　　と石灰窒素の併用による毒性増強について述べてい

（1940）によると，石灰窒素により軽度の肝および副　　　る。さらに赤羽ら⑭，松本ら⑫⑬，Haldら⑪はA1ご

腎の障害があるといい，死亡する場合は中枢神経の麻　　coholの生体内代謝にたいする石灰窒粟あるいはCa一

輝によるという。つぎに局所障審では，Merck　Index　　lcium　cyanamideの影響をしらぺ，　Cyanamide一

⑤碗迦・は・とくに湿潤した麟に石灰螺力・騰　A1・・h・1反応は．Di・ulfi・am－Al・・hol反応⑯と極め

すると局所刺激作用によ朔農賜が形成されるとある。　　て類似していることを実験的に証明している。薄葉⑯

岸田⑥（昭27）も石灰窒素袋詰作業員に，顔面・頭部　　森村⑰，福田⑱，は慢性Alcohol中灘患者のAICohol

、・ 闖ｶなどの露掛部に掻痒・赤色発疹が形成され，っ，　　禁断の目的に石灰窒素を応用している。

いにびらんするのを認め，粘膜症状として結膜炎・気　　　　以上のごとくこれまで石灰窒素の毒性に関する報告

管枝炎があつたと報告している。赤羽②も実験的に石　　　は少くないが，主として急性中毒症状とくに工業中毒

灰窒素溶液で皮欝・粘膜にたいする局所刺激作用を認　　　に関するものが多く，薬理作用について系統的に研究

めており，これにたいする予防措置にも言及してい　　　した報告はほとんどない。著港は赤羽らの石灰窒素製

る。なお同研究中で石灰窒素溶液（アルカリ性が強　　　造工場従業員についての健康障害に関する研究に関連
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して，石灰窒素の襟性ならびに一般薬理作II1について　　　　1，カェルにたいするCalcium　CyanamideのLD

リヨ験約研究をおこない，　さらに不1灰黛素一．Alcohol　　　fiOおよび急性中毒症状

イ〕i・　f’H　？rよる糧賭1二i驚ついても研1糖こころみた。㌶　　Ca1・｛・m　cy・n・mi・1・1；賄灰鯛駄り精　1！1したもの

噺において石灰窮素の急・1制磁…般剃ll作用につ　であるが，葬1九朔蝋物があり，財し瀦解する抄

いて述べ，鱗II編に．おいて授期連続投与による慢性中　　　燈の不溶解1｛k残癒があるので，注射にはその偲液な1月

毒について報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　いた。　この注射瑞：は一…匹にっき2ccをこえないll｝：と

　　　　　　鰍騰ならび賊績　　　　L，・才酬1部リン’xll！lEへ醐肱・トノサ効副
撒にもちい燦物，ll巴糊としてもち、、昧て、、　｝淋∫脚～3e・の鞭えらび・1拠‘阯した・

、石縢勲，そ。：．i，．・h3e分であるC。1・・＿，・na－一　・鰍：各11瞬雌聯2獅ごと1であつた欄

mid，（C。CN，）と羅働～素嘱働で，灰黒幽　2表）・そのうち1°mg／1°9で1沖手操獣を・…忍めず，

末で，　16．．．25％のN輪んでいる．系屯　　なc、1，i。。、　ユ3mg！1°gで11’／t：，　2°m・／1°・で4　1’」E・　22rng／1°醐

。y＿id，は離で3、．、，9・、3のN姶んでいる，、　　」・燃鋪1琳燃・lk齢こし，醗1聯η齢く融

C、1。i。m、y＿id。剛な温で，k轍とするとCy－一　し齢をこするも肺ミ鞭となり・22m繕／1・°醐一Lでは

＿id，姓ずる。。のC，、＿id。は翻に齢　続獅聴，i轍肌でたお・｝’・・t・・が・2°mg／1°・肝では

してD、、y。n　di、m・d，（HN，　C（NH，）NH．C，N）　，1二　1確した・B・hren・－Kまt・beτ灘」・り1’D・・鱒in

なる．Di、，、n　di、mid，は1笥色蕨定肋・　tで，水に　すると・肝LD・，・，の算1臆ll㈱こ」・る），21mg／1°9

よくと版応は，11腋あ。．石1縢素、珊ll臨いて　であつた・｛i醐：冊M膏／｝瑠m・～3°mg／1°gのntl

水・・R柔瓢犠、NL）、幽（）T．1）、に鞘ll臨m－1・t㌣欄楢　

　　C、（HCN。），＋2H，0－2H，CN、＋C・（（：）H）2　　騨灘ついて1・㈱d芝験をおこなつたa　L’C｝mg／1°9

　　・6，CN、＋・H，・一一・H、C・，＋2C・（・1－1），　　を四・渕・たと・ろ，3四よ3‘”以内に麟撚

。のさい，r｛が8より大で齢ぽ．1－1。・N，，・1｛か　のもと關・れ識の2階6°tTI以1胴司騨唖

G・（・H。），＿聯とな・，，H・－9．・のと謝H，　状のもl！劃IC・した・tjifi／li’！の　撫1砒し燃轟鰍嚇

GN，，1－HCN，→H，、C、Nl触H．IC、N，－Di・y・n　’1’1三剛1いと思わ泌・

diamideとなる。肥料用の凋灰鰯・繁の成分は会社製湿1

によ砂しく猷があるが，・撒当IIゆ一製、ll・1の州了　第2蓑カエルにたいするCal・i・m　Cya・・mide

値は第1衰のごとくである（第1褒〕。今回のり｛験に　　　＿＿＿．璽致を1瀞：．　t－t－．．一　　　　．　、．，一＿

は石隙のほか，そ・欄たるC・1…m・y・　・躍閲 d聖豊墾…鎧虻鑑
mideならびに反応生成物であるDicyan　diamideに　　　　　　10

ついても輿験をおこな・つた。　なおCalcium　cyana－　　　　　　18

mideの精製は狡術的に園鄭信であつて若干の不純物を　　　　　　20

含んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　第1表
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症状なし

麻嫡〔揃三状

（11ilrJ、内に死亡）

　　　　　一一一一一一…一…一一一・一一一一一一一．一一．・－　　　　LDfi，）……21mgllo9（Behrens－－1〈tirber法）

1）　実験に使用した石灰窒素の分析蓑（昭和電工，酒

欄轡磯！．………．．…、5．9、％　　　・．一一・　T）　」Z，1・た・・す…1…m・・一…のLD

　　　Ca　CN2．…一一……45．54％　　　　　　　　r，oならびに中毒症状

　　　CaO　……一…・…・…31・440／o　　　　　　　　　マウスは体璽10～・159のものを雌i雄を区別せずにえ

　　　Si　O・一’……°”°’5・81％　　　　らび，　C。1、i。m、y。。，mid，濾液の所懸が1四こつ
　　　含12r琵：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：、1影　　　き1，5ccを・・な・…とし，背部の皮下へ酬・た・

　　　CaC2………・……・・…　微　　　　　　　　　　　　なお1群を51L「とした。

　　　FeO　………一一・…　0・3％　　　　　　　　　成績：各群の死亡数は第3蓑にみられるごとくであ
　　　MgO…・………一…・0・90％　　　　　　　　つた（第3表）。　その中巌症状はカ＝一ルにおけると同

2）Ca’L瓢珊1燃．鷹i，．46％　　榊鰍鰭し・歩行騰lil；・…灘応・
3）Di、y。n　Di・mid。分析値　　　　　　なくなり・湖樹が多くなると呼嬰及停ll：をおこして死

　　　（CN・NH2）2・一一一…99．6％　　　　　　亡した。　LDsoは20mg／109であつた。確突致死銚は
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22mg／109と推定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　のと思われる。

第3表　マウスにたいするCa！cium　Cyanamide　　　　　5・眉1火蟹素およびCalcium　Cyanamideのヵ鵠ル

　　　　の致死鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4商出心II蔵にたいする作月・1

・癩葱・・9膿盤畷亡i藷｝マ。り1鶴∵t「aubご去にP鰍∴力繍1翻織
16

18
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5　　5　　0

ら　　　　　ユ

5「3［2
　1
5　［1　　4

5i・15
LD・・…2°m・ノ1°9（B・h・en・－K・・ber法）　　大を、lle．めたが，舳撫艘イヒを獅なかつた。かカ、

3．ラバにたいする石灰鱗酬f惟　　　　る」」（，；lirlil増鵡Rin・・r　？f9と勲すると障｛蔓した（第

前記の轍濃り肥糊の石膣封｛を用いた．。の　咽’・°”，〔°°ufti’r，でもほとん胴様の変化であつた・

ものは水溶灘した齢榊，縢などの不灘獺§　い゜°倍噺鍍では・糊なVitlltl，iの増大，懸の増

静く舗ので，その勲繊ITIした。鰍蝋1。。R　カll，1専轍の　抄・欄il…1：　｝1；［Lが｝認蹟才1た・Rin輿・・

礁溜水2・・cc・1”で1。・・鵬瓶，その燃（pH　＝　1飽験貿・と回伽侮｛隙あるが・い酬颯数の

・・．5）を原液とした．。・、原液力、らラ・トf禰1。。g　減ぐ♪醐1胤た㈱11綿㈱C・i・iu「n　ayanamicle

勤2・・となるよう1・鰍度の，轍岬糊．，。編，　濾液はアノ」カリ1「　て，1°，°°°倍液は・H－8・2である

金属騨・を用・・て1跡した．イ4・・r，［．2・。一…9の劇1　ので・Rinsse「灘NaHC（’・・を臓てpm　’一’　pH　1・aし・た

・・トを醐　の鴎なくとり，鮮を・阯匪。　灘用いたが1とくtl：　Cal・1－・－id・液でi7A　P）

成績・第蜘・肘ごとくそd、LD、，，は43。m，1　煙よう縫イヒは認めら漁かつた・

・・。・であつた㈱蛾）．喉至娩蹴67。m，／1・C’9　璽1鷹繍夜棚い熾馬灸でもCalcium　cyfic　n・一

とf腱した．中就、1燃C、i、i。m。y。n。mid，のヵ．。．　mideと瞭嚇曜化であつた佛2図）・

ル・効薙たいすると同蜘’11ではあるが，榊献　 6・ヒヤ伽囎1闘蔵にたL’する磁燃および
は糊で敵く，醗運蜘1鰯轍｝。たいする1気　C”1ciu皿Cyanamideの“ii，n］

応も腿した．齢29・mg／l・・9肝ではとく｛。獄　 旗聯1方法：ヒ制凋綿ら勲Ha「t・n醐繊
を認めなかつた．33・m・／t・・9物｛k醐（・例）で　にし’1　：f’1L　’，力鷺：レ「な用いてRi”・・’e「液を〕糀さ

24・後の蝦の体騨少，48・後の体電1亘1働認め　せ・その遡備己1司朧煤蝋」・ee描記させた・

た。　　　　　　　　　　　　成績・20・°°oue石灰窒素で振［繍大が認められ，搏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i動数｝こ｛凱愛fヒカ～なヵNった　（舞∫3図）。　また石灰窒講，

第俵ラツ｝・・tl：たいする石灰懸の致ク膿　　　C・ici・m　Cy…mid・の缶掘繊においてもカ…嫡

一一
@　　　　一一　　　L　　　　　ニユー　を・挿入，心尖部にセルフインな

翻撫し　　　かけ，これ蝋でへ・一　V－・・レと連絡レ心運動鰍購覧

　　、　　　　上に擶己させた・薬1了ゼは力漏ユーレ内のRi・儂r液と
糊捌こ　　撒L、六、．砿獣｝，よびC、1。i，n、，y＿id，は
　　”
　　　　　　　　　　Ringer液に所要濃度に洋牽解し，その濾液を用いた。
　　”
　　　　　　　　　　　成績：10，0（，〔倍Calcium　cyanamideで，振幅の増

適醸賑繭聖璽［建駿三匪二二釜　　険臓薩鷺麓躍惣峯鵜灘黒畠、量。m
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特別の症状なし　　　CyanamideおよびDlcyan　Diamideの作用

　　　　　　　　　　　実験方法1体重20～309の雄カエルをUrethane麻
24h後死　　　　　　齢下に背位に固定し，心臓を露出し，心尖部に．セルフ

運動不醗　　　インをかけ，前嗣椒こへ一ベルに齢しその醐を

1灘灘　　鯉紙上に描謎せた・薬液・投与は大脚・・伽

1騰聯1　・たは腹鞘脈内・・徐・U・（1cc／m・n・）酬・た・注

LD、。……43・mg／10・9（B，h，en、－Ka，b。，法）　　鰻を淋重10・当り゜・5cc以下と騒ようセ略搬の

薬液を調製した。

4．Di・y・・Di・mid・の加…マウスにたいする　囎：石灰鱗1m露／1°9の融で勲の振幅増大

轟性　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　を認めたが，搏動数には変化を認めなかつた。石灰窒

　前記Calcium　cyanamideと併行しておこなった　　一M　5mg／109のリソバ腔内注射では，約1Gmをすぎる

が・体重109当りCalcium　cyanarnideと等琶を注　　ころから振幅縮小の傾向を示しプロツクにおちいる例

射したが，何らの症状を認めず，毒性は著しく低いも　　も認められた（第4図）。
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　　　　　　　　　　第1図　Calcium　Cyanamideのカエル摘出心臓にたいする作用

　　　　　　　　　　　　　　（straub法）

上段：CaCNL）IO，000×。下段：CaCNt，1，000×。時記；6sec・

第2図　石灰窒素のカエル摘出心臓にたいする1〆F用（straub法）

　　　看rlグく窒素アk言受液，　5　000×o　　H寺・言己：6sec。

第3図　石灰窒素のヒキガ・・－7レ摘出心臓にたいする作用

　　　　（Hartung・八木法）

　　　　　　石灰窒素水浸液20000x，　時記：6sec．

第4図　イ1灰窒素のカエル生体内心臓に対する1乍用（Enge！mann法）

石灰窒素5mg／109，リンパ腔内注射　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m後　（日寺記：6Sec）
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第5図　Calcium　CyanamideならびにDicyan　Diamideの
　　　　カエル生体内心｝戚にたいする作用（Engelmann法）

上段：Calcium　Cyanamide　o．1mg／log，　i．　v．

下段：Dicyan　Diamide　lmg／109，　i．　v．（時記：6sec）

第6図　Calcium　Cyanamideのウサギ呼吸・血圧・心動にたいする作用

心動

n丘1圧

呼吸

時記

A）　Calcium　Cyanamide　10mg／kg　　B）　Calcium　Cyanamide　50mg／kg
　　i。▽t，時記；3sec．　　　　　　　　　i．　v，，時記：3sec．

第7図　石灰窒素前処置ウサギの呼吸・血圧・心動にたいするAlcoho1の作用

．血圧

A）　石灰窒素0．2g／kg，8回前処置（i．　M・）　　　　　　　　　　　　↑　　↑

　　Alcohol　20％5cc／kg．　i．　v．　　　　　　　　　　　　　　　　30m　6Gm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B）　石灰窒素0，3g／kg，当日1回前処置（経口）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alcoho且20％3．1cc／kg，　i．　v．
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　Calcium　cyanamide　O．1mg／109の静注では，石　　　れ，心搏動数の増加はやや箸しかつた（第7図B）。

灰窒素と同傾向の振幅増大が認められた。しかし0．05　　　対照実験として前処ll「亡せずにAlcoholのみを注鮒

mg／109ではほとんど認むべき変化がなかつた㈱　　　した協合には，　Iin．1［三の一・一過性下降も認められず，11乎吸

5図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・IrlVJI三。心動ともに者しい変化は認められなかつたo

　Dicyan　diamide　lmg／io9の静注では，著明に振　　　　10．　Calcium　Cyanamideの末梢」貢1管にたいする作

幡が増大し，心搏！助数もやや増加の傾向が認められた　　　用

（第5図）o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法：1）　Kravkow－－Pissemski法による摘出

　8・　Calcium　Cyanamideのウサギ呼吸dlil圧，心　　　ウサギ耳介」直L管1酬‘試験。37°Cの憤lll孟水槽内にMa一

動にたいする作用　　　　　　　　　　　　　　　　　ri（，tte瓶2ケを装置し，一方にRinger液な入れ，

　爽験方法：2・－3　k9のウサギをUrethane麻酔下セこ　　　他方にRinger液に所要1農度に溶解したCalcium

背位に固定する。1呼吸は気管を1那11し，これに気管ヵ　　　Cyanamide液な入れる。両者よりゴム管癒誘噂しこ

zaユーレを挿入し，ゴム管でMareyのタンブールに　　　れなY宇型ガラス管に1癬，1。さらにそのガラス管の他

連絡し，タソブールに装闇したへ一ベノt・で煤煙海島上に　　　端をllかいゴム管で動脈力点ユーレに接続L，この力

描記させた。i白L圧は一・側蝋酬P葭を纏出切開し，動脈力　　　轟謡一レな耳介1’i，T心動脈内に挿入し圏1走する。　最初

ニユーレを挿入し，Ciしrateを満した：’ム管で水銀マ　　　Ringer液で耳介熟ご灌流し，流出涌数が一・・完｝こなるの

ノメーターに・速絡し・水銀上の1乎動子により煤煙紙上　　　粒講めてか旺理1液灌流と交1喚した。

に描記させた。心動は胸骨左縁rこそつて切開し，心臓　　　　2）　L齪wen…Trendelenl）urg沙によるヒキガこ1：ル後

を露出し心尖部にセルツインをかけ，これな糸でへ一　　　肢【rlL管灌流i’is“験。　mari“tte瓶その1也の装置は前翫1と

ベルに連絡しその運動を煤煙紙上iこ縮記させた。膜液　　　同様であるが，冷願助物であるので恒温hi層こよる液の

は耳静脈内に注鮒した。　　　　　　　　　　　　　　　加温な必要としない。断顕ヒキガ：「・ルの腹部大動脈に

　成績：Calcium　cyanamide　3m鼠／k9で・lllLlllは拮1　　ヵ二瓢一レな挿入し，毎分の灌流滴数を算定1，・て1｛験

明な下降を示した。またその銀：を増すと下降は嵜しか　　　なおこオcった。

った。しかし1血圧下降は比咬的…”過性であつた。また　　　成績：1）　ウサギ耳介［llL管では，　Calcium　cyana“　－

1nL圧下降に一致して，呼吸の振幅が増し，呼吸数もや　　　mide　20，000倍液では脚1な変イ隙L認められなかつ

や増加するがまもなく旧に復した。心動もこれに一一致　　　た。1〔〕，000倍液では流ド1｝1il数がやや増加する傾向が認

して増大するのを認めた。10mg／k9・50mg／k9では　　　められ，途中でRin冨er液と交換してもその傾向は持

これらの変化はさらに著明である（笛6図）。　　　　　　続した。1、〔〕00倍液のごとき隔濃度では憩速に滴数が

　9・石灰窒素前処1醗後のAlcoholのウサギ呼吸。1血正　　減少し，　Ringer液と交換しても旧に復さなかつた

圧。心動にたいする作用　　　　　　　　　　　　　　（簾8図）。

　実験方法：A）　石灰窯累O・29／k9～（）・5臼ノk9をウ　　　　2）　ヒキガ＝一ル後肢1自L管では，1，〔｝00，000倍Calci一

サギに経Pl投与，またはその濾液を筋肉内に注鮒し　　　um　cyanamideで明らかに灌流滴数の減少が偲めら

た。それをAlcohol負荷‘爽験前日まで5～8日にわた　　　れ，　Ringer液と交換後圃復の傾向を示した。また

り連日投与した。Alcoholば20v　lv％5cc／k9を耳静　　　150，000倍液では薔しい滴数の減少を示し，　Ringer液

脈内に注射した。B）石灰窒i毒擬投与をAlcohol負荷　　　とi交換するも圓復を認めなかつた（第9図）。

実験当日におこなつた。すなわち眉灰窒素o・39／k9　　　11．石灰窮曇，　Calcium　cyanamideおよびDl一

をA！cohol魚萄の2－－3h前に経口投与した。このタ。－　　cyan　Diarnideのウサギ摘li二t腸管にたいする作用

験ではAlcohol注身樺二を20％3・1cc／k9（Alcohol　lg　　　　teS　1uV’ミ方法：Magnus法にしたがい，37°Cの値温水

／kg）とした。　IfR圧・心動等の測定は前記実験と同じ　　　描内にTyrode液を満したビーカー一を入れ，このTy一

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rode液内に摘出したウガーギ腸昌；の一端を固定し，他

　成績：A）　Alcohol注射後呼吸は直ちに振帳1・数と　　端に糸を結びこれをへ一ベルに連絡し，その陽管運動

もにやや増加し，約60m持続して旧に復する例が多か　　　を煤煙紙上に描記させた。爽験薬液はTyrode液内に

つた。Iiil．圧は直ちにt－・過・1生の下降を示し，まもなく回　　勝要濃度となるよう｝・静かに滴下した。

復しかえつて約15mmHgの上昇を示し，約60m持続　　　成績：石1火窯．素は10，0〔｝O倍以上のR｝濃度では，緊張

した。心搏動数はやや増加したが，振幅は著変を認め　　　は上昇し，腸運動はかえつて抑制の傾向が誌められた

なかつた（第7図A）。　B）上記と異り，血H三の一過　　　（第ユ0図）。Calcium　cyanamiCle　eX　s，000倍濃度では

性下降がみられず，上記と同程度の血圧一．L昇が認めら　　　ほとんど変化が認められず，1，000倍以上の高濃度で
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第8図　Calcium　Cyanamideのウサギ耳介血管

　　　　にたいする作用（灌流法）　　　　　　　　　　第9図　Calcium　Cyanamideのヒキガエル後肢

　［be　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血管にたいする作用（灌流法）
　　　　　　　　　　　　　　al°翻臼柵託’〆
甕＿〆一ノ’’’”d’：”n’一‘一’’’’”a“’’’”　灌

滴　　　　　　　　　　紙，　　　　一鰍1〆
下t◎　　　　　　　　　　a‘t‘・L・‘」a…嫌〆　　　　　ド

数　1　　　　　　整
A一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分
分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間
間　　　　　　　　　　　節吻獅海置　　　　）
）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　tO

　　　　　o　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　！P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　過　時　間　　（分）
　　　　　　経　過　時　間　　（分）

　第10図　石灰窒素およびCalcium　Cyanamideのウサギ
　　　　　摘出腸管にたいする作用（Magnus法）

　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　櫓　　　　　　　　　　　　　　　　　　．b　…　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　、　9　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’

i　　　　　1・　　’　．．　i　　、　・　、，1　　　．，，　　．1・，∫　　t、・　，

Titlp　　　　　　　　　　　　　　　　・蕪一．＿　　　”　　．　mu

．鎧『・’「濫∵ジ編・　蒙　一
ヒ俸

上段：石灰窒素10，000x，時記：3sec．

下段：Calcium　Cyanamide　1，000×，時記：6sec．

第11図　石灰窒素，Calcium　CyanamideおよびDicyan　Diamide

　　　のウサギ摘出子宮にたいする作用（Magnus法）

　　　　　　　　　　　欝漁麟難馨　　　難響1
　　　　　敏践　　　　　　　　　　　摯　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　・　’
　　　　　　　　　・．！．　　．一　　　’　　　　　　　　　　　灘

　　　　雛繊灘辮　　叢
　　　　　　　「炉鎌　「i　・灘難灘難蹴繍蕪撫麟瀟

上段：石灰窒素1000×，中段二Calcium　Cyanamide，1000×，

下段：Dicyan　Diamide　1000×。時記：6sec。
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はじめて緊張が1縦に充1態レ運醐1｛llゆ傾lr・〕が認め　はかなり強い1。」所刺激f・F∫1捲机」竃lllll度では欄1暢

られた㈱10図）・Di・y・1・di・mid・は3，000倍で剃こ　管にびらん・・ivt瘍物之礎たすことが帳告されてし・る

を認めたが，1隙塞動にたいしてはほとんど変化を認め　　　が，今回の平滑筋臓器即こたいする態度をあわせ考えて

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みても，ヒトにおける・liis・のさいにも，窟た動物づ験

　12・石灰窒素，Calcium　CyanamideおよびDicyan　　のさいにみられる食慾不振・嘔吐・下痢tsどの消化器

Diamid・のウ1岬撒ll了靴たいする1’F用　　　1｛’t’i：ii！・の狸i欄朔細∫1づけら泌と，・飾。

　実験方法：前記摘1朋聯’1；と岡様である。　　　　　　　　石灰樂講が肥料として用いられるの1土蒔つけ，植つ

　齢・石灰嚇は】，000榊iil嬢ではじめて緊張　け以fiij　－e・あり作物の｛k榊【こは欄されない詞肺さ

上昇が就り，鞠状態に・｝・ちいり・颯が完全購　」｝’・た徽．鞭中のC、1・i。m。y、。、mid，は，、膿，　・で

止するのを調めtees（第11図）。なおこのさいの液性は　　　変化を，ける過稗においてDicyan　d｛amideと7i　ptal

つよいアルカリ性癒繋した。　　　　　　　　　　　　　とかんがえられている。じつさい墨夫にみられる中1」髭

　Calcium　cyanamideは1，1｝｛｝O倍でもほとんど変化　　　は施肥の時期力1三でibb　i）、時口な経て畑に入つオニさい

を認めなかつた㈱11図）。Di・y・n　dianiid・も1謙　はζ蛇んど1騨は．納糠い。今回の1臓でもDi・y－

ae　1・　OOo倍でもほとんど変化を認めなかつ牟（第11　　an　diamideは㍗ヨ阪窮素（Ca玉cium　cyEnamideを誘

図）°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめて）とことなり灘性は著しく偲く，不f灰鰹禦と岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娼払ど｛ア卯こては痢ミ航〔嚇鋼1こそのft虹のrい｝1∫；拍訓尺信k震》つたくみ

　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　られtsかつた。

　石灰嘲轍単一な物1トぐはなもその11戒分たる　　つぎ’に石灰聯の金身御’rゆ弓ちで腰なことは，

Calcium　Cyanamideと小lll：の黒鉛顧澱素その他から　　　Alcoh（，1にたいする醐性の低下という問題である。

なつている・層その点を考慮して，今1〔ヨの撒では徽　 このこと存縦来か1｝”しばしば報｛・ρ曝れており，赤』

騨と併行してC・1・｛・m・y・n・mid・と，さ臆その　羽喋眉1火轍製迦：i雛羅の調齋でa，，約87％

反応ξ賊物で献，Di・y・・di・mid・｝こついても翻…　の。トが「脚溺く」なつたこ、ヒを、漱て、・た．さF

ならびに搬糊鞭IIを研究した・石灰鱗楓び　に劇P漁瓢f椴・験により，才嵌嚇＿Al，。hol
Calci・m・…1amid・の緻1・・瞬はプv－・ル・マ…　　殿；を研究し，競かじめ眉1火辮棚嬉棟たのち

ラツトのいずれに紳ても鱒・逝撰1吻・醗・眺運　にAl，Qh嚇欄けると，　1，fii，めて螂、のAI，。h。1に

蝋駄どの噛蹴砿』で樫鞍の他の轍鰍　たし、しても繍となり．離醐〔酬榔ひきつづく
はみられなかつた・C・val1…iのは・れ制・欄1　1作　顔醐白．幡冗進．1呼吸促」自．血圧下β毎．暢髄

用であると指摘し靴翻⑤嚇床㈱司査で騰　感．頭痛．悪心劇、齢たし，　，U、＄’には鰍漱嘘

感’疲燃・四肢筋の脱力勲どの訴えの多い・とか　脱におちい碓旨職もあることを観察している。

らもうかがわ滴・S・Ilm…①1よ・助競。・は　Gfi，ti。。，⑨etかかる石灰鱗のAlc。h。1にたいする

4°”“　5°9と述べ・輌マ・・で棚1たLD・・も約　遡鰍をひぎ瓢す王軸として，　A1、。h。1の前L，｝ハの

29／kg　一（f一あり・幽［蓋・・薩・・た酬三はいちぢるしく　！吸IL購促進されるためで肱く，・吸収されたA1，。h．

高いとはいえず・また器嚇を・て耽まぬ猷醐　・1の分解力棚糊、るためであろうと、、つている。

伽回復はかなりすみやかで・吸・1又後の納での分解　久細⑩は石照索とAl、。h。1はとも闘・G1，。。、，n

ないし掬臨比較醜・・と思われる・しかし急性輔　を移輔勉しめ，・の瀦勘哺：して強い甜獄

を縦すにいたらぬ繍・ても，長期間鰍して摂取　をひ齢・すのではないかと撫している．いず2。、V：

したさいの躰の階のお・る磯性e2・tcで，・の点　せよ鰍轍とA1、。h。1の棚はt。i、体嬬しいf’r・用

について聯1【編で述べる・　　　　　をおよぼす・と膿いのないと。ろである．縮⑳の
勲搬薬理i’FMのうちC・1・i・m…n・mid・は　行つた慢性中醐験｝。ても，硝鱗とAl、。h。1の

末轍管にたい塙鞭では備的tl・，膿度では拡　棚鵬｝ま単鍛与時ee比して成闘誹用磁く，

張的にはたらき，さらに血圧にたいしても下降作用が　　　毒性は著しく増強されることを認めている。

糊なこと嫡る・これらの輔・｝繍床的に石灰鱗　　さらに石灰窒素で前処1胤したウサ：F　bこ，Al，。h。1

中襟時に観察される顔面潮紅・血圧下降と関連するも　　　を投与したときの呼吸。血圧ならびに心鋤にたいして

のと思われる。しかるに腸管。子宮などの平滑筋にた　　　も呼吸促迫・心動抑制ならびに血圧の初期の動揺上昇、

い．しては高濃度では緊張上昇的にはたらく。さぎに赤　　　にひきつづく比較的縛続憐の血圧下降が観察されてい

羽その他の学者⑲⑳が欄してV・るように，砿鑛　る。しかしながら・喉験においては凝。聡よ筋
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肉内注射にせよ，石灰窒素の前処羅とAlcQho1投与　　　裏づけられる。ちなみにDisulfiramもXanthine
とのあいだの時閻的な関係が重要であり，石灰窒素の　　　oxidaSeをr）よく抑制することはRichertら⑳，松

前処1畷後12h以1；へてAlcoholが投与されるとぎ　　岡らによつて発表されている。さらに藤田1灘1灰蜜素

は，ほとんど特異なII乎吸・ltltlil三ならびに心動の変化が　　　は休内Alcoho1分布Fこ変化をあたえ，大脳および肝

みられないことである。このことはもちろん与えられ　　　臓内のAICohol濃度がいちぢるしく商くなり，一・一・Vi

る石灰窒素の蹴にもよるが，さきにもふれたように凋　　　筋肉rklのAtcohol分布が低下することを認め，これ

灰窒素の体内分解は比1鮫的速く，12h以上をへたあと　　が不1灰窺素によるAlcoho1作用の増弓重1の原因の…つ

はもはやA】coho1と特異な反応をひきおこすに足る　　　と考えている。

濃度には残存していないと考えられる。　　　　　　　　　赤羽ら⑪は石灰窒繁を前処概した犬にAcetaldeh－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d　このような石灰窒素一A！coho1反応ともよぶべき　　　ydeを静注して，そのIr｛1，中よりの消俵速度を測つた結

特異な急性症状の発現に関連して想起されるのは，

Dlsulfi「am　Al・・h・l　l燃の間題である・Disul’1’一　第12図19LFI：T　AI、・h。1消炎速度におよ｝綱一

iramはJacobsenら⑫⑳によりはじめて研究されて　　　　　　　Calcium　Cyanamideの作用

以来，その特異な嫌酒作用がa三目され，本邦において　　　　　　　120

も，赤羽・伊古莫⑳⑳，藤原⑳，松木ら⑫藤田⑮の研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珀1．
究がある・Dis・lfi・amのf’F用は石灰鱗のそれに極　　t・1、T　l・

めて類似しており・Disulfiram前処置後にAlcehol　　　　ア

が磐ら泌と，‘1三㈱Alc‘’hQlにた吋る酬1カ㌃　・9，
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